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【要旨】 

 本論では、子どもの視点を考慮した絵本推薦システム構築のための基礎的準備として、

子どもの好みと絵本の主題との関係性を捉える方法を検討された。この研究では絵本を自

分で選ぶことが難しい子どもとその親を支援することを目的としている。そのため自分の

意見をはっきりと言える 5〜6 歳児は対象から外されている。実際に、34 組の親子による絵

本の読み聞かせ場面をビデオで撮影し、子どもの反応を記録し、そのビデオを分析し、反応

の強弱によって子どもに好まれる絵本のページを特定している。また、各ページの主題を抽

出し、子どもの好みと主題との関係性を分析している。その結果、21％のページには反応が

なく子どもの好みとは無関係であることを示した。また、ページ毎に子どもの好みと主題と

を結びつけて分析することで、より詳細な関係性を捉えられる可能性を示した。 

 

【感想】 

  本論では、「後の読書生活を豊かにする幼児期の読書活動は、大人から与えられる絵本

の範囲内で行なわれる。自らの手で絵本を自由に選択する機会は多くなく、大人が子どもの

ためにどういった絵本を選ぶかは重要な問題である。」と述べられていた。気にしたことが

なかったが、確かにその通りであると私は感じた。この論文で学んだことは、「絵本の中へ

飛び込もう！」の企画や絵本リサイクルの企画でも、大いに活かすことができると思う。自

分が面白いと感じたからおすすめするとかではなくて、子どもの目線に合わせて絵本を選

ぶことが重要であり、そうすることでその幼児期の読書活動は後の読書生活を豊かにする

のだと考えさせられた。これからは、もっと深く絵本とも、子どもとも向き合っていきたい。 


